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人間開発と女性の開発参加   

増田 萬孝l   

（受理：1995年11月30日）  

Humandevelopmentandwomenindevelopment  

Yositaka MASUDAl  

輪  要  

世界の開発途上国の農村女性は，家庭内では家事・育児，農業及び農外では有給または無給  

の労働者である。しかし，女性の雇用はー目につきにくいことがおおく，したがって女性は  

農業生産の場で生産者ではなく．単なる従属者あるいは非生産者と見徹されてきた。事実は，  

女性は農業の巾心にいて，年産力の中核的な担い手であるにもかかわらず，各仁郎こ存在する社  

会的・文化的・政治的性差別のために正確な評価も与えられず，むLろ過少評価されている。   

人間の幸せは所得のみで測るのは不十分であるという反省に立って，国連開発計画（UNDP）  

ほ，生活の質を軋る革新的な人間開発指数（HDI）を作成した。これ【ま平均余鼠知温生  

活水準を和合せたGNPを超える包括的な社会経済的指櫻であり，各国の一人一人の人間の幸  

福や福祉の向上に結びつく人間小心主義の開発を表す指標である。それにもかかわらず．世界  

の国々には男女間に存在する不平等のために．あるいはその克服が不十分なために．HDIで  

示される各国の順位は絶対的なものではない。上iDlの値を高めるために果たす女性の責献を  

もっと取り入れる新しい試みもようやく行われるようになった。   
本格的な男女間平等を獲得するための革命が成功すれば．人類進歩の一里塚となるだろう。  

キーワード：人間開発指数，ジェンダー，リブログクティプ・ヘルス／ライツ，エンパワー  

メント  

人間の幸福や偏祉の向上に紆びつくものでなくてはな  
らないというものであった。人間中心主義の開発であ   

1．人間開発思想と指数化  

国連開発計画（UNDP）のL「’人間開発報告書』  る。東西の冷戦が終焉したいま，その思想はますます  

（Hllm乱れ1〕飢elopmentReporL）の創刊号が出版さ  重要になってきている。  

れたのは1990年である。ここで主張されている「開発一  1994年の『人間開発報告書』（以下打報告書94．』と略  

の目的は．あくまでも人間中心であり，・人ひとりの  記するが，この邦訳が出たのは1994年度版が最初であ  
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懲＝‰貰＝章執酎肛で沈のように選ペている－i 

剛姓まわながらにLて，肇淀の瀬布的な髄力怒轟ね  

備克ているヨ開発の目的はすぺての人脅が『Jちの能力  

を高めノ，現在的世代から紺附モにわ発っで機会を拡大  

でき惑蜃療を創りFl惜ことであるっ人間簡発¢葉の基  

醇独 あらゆる人ぬ求める生きる権利を普選剛こ謬め  
る′ことである、（T触 r紬1rむuJ血ati。IT羞r bu血色b  

如東独卿eIILiS urIiversalisTl－i－1那卸鱒間極軸か増  

th鋲Iiree‡a油島QreVe隼One・）l掴1竃貞）。   

オぢねち◆∧生存催の要求という普遍性」（酎痴・酢  

ち如i夢mぜ！irecl剋mS）こぞが人間開発を支える貞  

瓜上巻であ息 と主張しでいる－1これは俗に「普遍救  

済諒 といわ軋るもめで，人嘉は絆局食都政われ姦と  

い、う説軍ある。が，ここでは次めような確理雑が必要  

で義盛、。ノこ沿普遍性は一人間開発ゐく現在魂めてい姦＆  

の費，鞍ほ槻保護と再生を伴卵守来の開発慶件に枯  

が付ほる糸で盛る惑1ら，鱒の世代が哀受した機会と同  

類降参を将琴世代にも解離する必要があ芸！よいう億  

通観であ凱この鰯上が鳩痍可能な開発の土台と  
なっているの しかし，僕存め穫会が憶めで賞しト家ま  

であ蛋ならば；持続牲ははとんど意味かないゎ韓轟権  

溶剤姿す、るものであってはなちないのである。逮払  

緒凍世代めために，現在澄まれない人々に我慢を強要  

適せ悉ことi護できない。浄遍的な倫頬紅ではっ 世代内  

と世代間む公平さを共に求めているめである占   
公平査横恕を与え患ということと，到達点が公平で  

轟董ことほ呆な恕。LかL，木は許でも公準な機会番  

纏っ権利がある。替雇主義が襟浸するのi蛸牽の均等  

であ「て所得の均等では射－。だが，最低限り所得を  

垂で俗人に保障するのが文明社食という稽きであるゎ 
暮れで紘 し、ま，なぜ人間親重なのれ社会科学力式  

辞と舞わ樫済に興味を抱き始めた叫ま2カ世紀にÅ．りて  

からで、ある。▲人当たり′のGNlユに象徴さ′れる礎済変  

数長こよっせ，太閤の肇せ，生活の豊かさが凋み絶て重  

たも生麺纏め要求という督適性を議め：るよ軋．富を増  

やすことが最優先されてきゝたふ礎済学は人童′りも藩  
に，蝕套よ、りも購済に．また濾択の鹿金の拡充よりも  

所得を梅曝まで増やすことにかかわ多「曝湿電科  
学」（di蕗ぬ孜1s¢ぬ既）として評価きれてきたび報告  

書準』14頁）∂、すなわち，宮（¢pu1印¢¢L）にだiチ日を  

巷わぁる，のiま正し竃なく、人間開発の考えこせがÅ間  

生活にたって電撃であるということが認蒔き′鵜ためで  
ある 

なるはど音はÅ間生挿にとって大切で嵐る。が，そ  

れだけを看視する飢ま次の雲つの土製由から開封照簸  
る（同15鄭。第1に一腰択の自由を架現させるの払  

富の番手創ま不要である。社会の屈ま化，濃化ぬ驚かきプ  

家族が互いの掠制を車重す金弧に，衆拷鞍であ盈必愚  

はないu第2に、Å席匿磯膵抑圧由は播済㈱）蕃よ  

ゎきらに幅距、（7ふほ金持ちでありたいと礪うカモ，姦  

りミき七，健康で，存分さこ知識を吸収L，地域活動に参  

加し．′白熱こ親しみ、，家庭・喝喝・社会から握ら範る  

心め平静を大雪こじたいと一塩ってい盈。泉観が麺択の  

自由香拡げられ冬め抜，冨を析肯しているか童だけで  

ばl一分ではないい志そ犯もぬではなくぞ，菖の利用の  

仕方こそがそれ薮左右する。社会め究塵の目標は．人  

間生活痘急かにするこ走，それは圃民こそか寓であ多  

と認識す各こ，とである。   

それでは，生活が豊かであるこくと費何で測るか，⊇生  

活の質を測る桔梗は何か。、国連開発計画は工夫を凝ら 

して人間開発指数りl研吼釘IDe頑叩鞘瑚Ⅰ瑚転結  

†lnl）を作成した市1990年の」●報告書』で私寿訊  

知識．鞋清水撃というÅ開聞繁盛悉つの基蒸婚な蟄素  

を観み台東せて作成されキpしかし年々そ鞄指数ほ  

改善され現在に至っているこ，1鮨摘適IIDlは周桜に  

きつの登素で算出さ軋濁声ギ，、寿鋸ま平均傘魚£l戦  

鱒押舶叫いによって剃ら煎るじ知執ま教育達成度  
（企du仁山ional坤如叩御船 すなわぢ成人識字率  

（adultli七el、a亡き′）3分の2申比重 と平均就学年  

数（隕ビanyeaγS′Qf5CIIQO主ing） 逮、分苺1の上巳垂  

を組み合わせて測られる。生活水準は各国の坐嬉牽iこ  

よって調整された一人乳た炉壁黎浄封罪に考づく横  
罵力瀾だ力「乙価，pu頭泳如削画祓り融和：PPア）  

で測定きれる．＝このHT）丁の貸出は，GNpを超克るもっ  

と包括的な純窒凝済指瞭を模索Lた結粟生戎れた転の  

である。勿論のこよである兢 UNDl）はこ殴仙朗が  

完全でないことを，19卯年め最初め報告書の喘惑もで認  

めでいた。 

それ 
か。人間生宿のあらゆる面番康映す、惑のが∃翌倍怒あ右 

机 データ不足のた郵こ限界がある。こ碕点新京眠；萎  

れればいくつかぜ〕胎繚が加え、られ．改善凄粛た百日l  

を作成す革ことが可能と写る。しかも，データ由数痴キ  

多い方が人間生活のあら磯各面を反般雷きる、と墨ま限ら  

ない。なかには既存め指標と重複する均斉があ拳淋ら  

である。例えば，乳児死亡率は，すでに瑠璃余命のな  

錐   



人間開発と転戦  

が順樟を守げているハ男女格差調整HL）1では，ここ  

でも北欧諸国が上昇し．奴性の所得が男性に比べて大  

幅に少ない日本の順位が落らている再縫藩札鋸  

即Q上策2の改善点は．94年磨から所得の持昆界植  

（thre鍾九日l－巨用1ue）を・人当たり実質国内線生産の  

現在の幽際平均他に窪め，購買力平価ドルで表示した  

ことである。それまでは，1二菜園の貨囲緑（pぐ叩rLy  

linc）このライン以下では，架準じ華唾必要上され  

る食事と．食料以外の長脚民度必要なものだけしか購  

人でさなくなる所得のライン の所篠を基準にLてい  

た。しかし，t某国の貿同線が珊発途上国の所謂償∪  

槙として適切かどうか疑問視されていたために，改善  

がなされたわけである。第3にト総合点を出す組合せ  

の最大伯と最小値の定め万を変更した。各指標の■・つ  

の値は，最も低い開の伯が崩小嵐逓に屈も高い困の  

値が飼入植と決められていた。この場合は最低の、国と  
療大の回の位置が変化すると，つまり，R盛りの両端  

にあ名園の実績が変化するとト最大偲と最小値ほ1年  

毎に変化LてLまうっゴールポストか動いてしまうこ  

表1 HDlの最大値と最小値の定数  

かに反映されているら  磯的に言えば，結婚の持上］題  

は2つある．＝1つは指接の確定瑚問題である。対象と  

するものの全体廠を余すことなく表現できる必要掠低  
限の指磨をどのように選択するかという関越である：1  

2つは，指標をど鋸様に算出するかという問腰である。  

例えば，軒産土ヒ較の為に多用する平均伯は，それの持  

っ因市の欠陥が指憤のヰりこ含まれてLまうことであ  

るいある相貌か有する刺青が、Iえ均伯で小されることば  

極めて稀なことでか），平均値からある偏差をもった  

故依となってプJミされる。この棍差のもつ性質が偶然の  

誤差の雛冊にあるかどうかの綻計的検定がなされなく  
てはなら竃いからである（増＝19払3）。   

指焼の作成上での附雑なことの一つは，単位の異な  

る指標をいかに細み合わせ，総合的な一つの指数に合  

成するか．ということであるっⅠiDIク）1革新的な点  

は，剤明く歩んできた社会経貰剰員況を測るための共通  

の物差Lを見つけれ（「報；㌢書9d』91頁，BOX5．1）こ  

よである。その 革新的な」方法巷以下に紹介する。  

I†nJは糾旨噂について最人値と最小値を定ぬ 0  

から1までの数横で表された目盛りの⊥で各国がどこ  

に枕讃するかを示す。たとえば，成人識字率の最小値  

が0％で∴最大値が朋泄の、‥と親 戚人諸学率75握の  

図では．知1識の指標のうち識′f：ヰ切妻素はロ．75になる。  

lj」様に、ド均盈命の最小値が25坪で，最大伯が85年の  

とき，、l増発命が55年の回では魚爺の要素は0＿5にな  

る。J田寺のl如では，最小値が200ドル（Fil一門，最大  

僻が弧000ドル（P【｝Ⅰ？）である。世界の平均所得を  

上rJIる所得についでは，段階的に高くなる割引率を  

使って凋重される。その後で3つの安東のえコアは平  

均され，聴が勺な指数が昇り侍れる〔倍数の旭が大き  

い程11Dlの順位はあがり】そげ）国の国民は捜かな丑  

活巷送っていることになる㌧   
さらに．この「革新皿 な指数が持っていたいくつ  

かの勘l、tはその後改発されることになった。Ⅰ・IDlの  

1つの改善点は純分化価蘭甑極細南山て浅薄  

11DIを見ただけではある間組勺部で，例えば性別，  

昆軋 地風 解紋等によって人聞の開発水準に格差が  
ある事実は判らない。そのために人∩グループ別の  

HDlが計潮された。とくに91年以降では，男女別と  

所得分州別についての格差調懲人間開発指数（di喜  

l）aユ・iしy－adju血d川Jl）が提示きれた。所梅分布調  

整111）lでは北欧諸国孝はじ軌平等主義を鵜げる国  

が順位をあげ，ブラジルなど♂）所削｝布のネ主1∠等な周  

頗小値  義人値  
①平均余命（年）  

認成人識字率（％）  

食就丁こ釣；数（年）  

L宥所得（l）IJp＄に換算され   

た一人当たり実質GOP）  

25  85  

11  1†小   

口  15   

200   40．〔旧0  

〔出所〕ア人間開発報告書1994」り2頁   

とを避けるために，柑錮年から’＿つのイ鋸まより長い期  

間（たとえば60叩聞）に実説】重され 譲た予測される炭大  

と最小の値を，いわば標準値」とした。最小値は約  

30年程遡った実紗‖直である。最火偵i㌢†後3が1⊥間で達  

成すると予測される簸高の数′字を使っている。例えば，  

人口動態学や医学情報によると，予測可鰭な未来に着  

ける平均余命の繚大1敵ま等5年とされている．j同様に．  

経済成長率から計算すると，2n2n年に遠戚可能な所得  

の歴大地は4ノノドル（9岬の1フ1jlJ寧に換鄭であるウ  

ニのようにして決定きれたHIJjの最人イ直と最小値の  

定数は義1に示されている．。 宅【の結果一魔人値が高  

くなったために，軋朗の値牒先逓園がすでに達成L  

ていた水準を超えた。ゆえに】各国のHl）Ⅰ盾は下が  

る鵬向にある。93咋の笥1位のHDI伯は0．983であっ   
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たが、94年には0．932である。もっとも農かな国でも  

先の適のりは長いことになるα同時に，最小値も低く  

なったためにすべての国のHt）Ⅰ値は上がる傾向にあ  

り，なかでも最下位層の国のHロl値はそれが著しい。   

以上のような改善に基づく変化はあったが，EDI  

の基本原則は変わっていない。つまり最終目訊こ向か  

う各国の現軌ニiでの立執こ某礎を′お善，その日橡は0  

から1の間の教偵で表される。HDlが0．．5未満の国は  

人間観発レベルが「下位」グループに入り，0．5以上8．g  

未満が「中位」グループ，0．8以上が「上位」グルー  

プになる（『轍缶嘗94』92貢）。 94年の最新のHDI  

値は次のことを明らかにした。先ず弟1にト最高の  

HDI値が上がった反面，最低の片山偲も上昇した。  

誤射こ、Hl）1値と・人当たりGNPの関係である。両  

者は相関関係がある（普通は裕福な国ほどHDI値は  

高い）が，そうでない場合も少なくない8二つのタイ  

プの国があることが発見された。①アンゴラ，ガボン，  

ギニア，ナミビア，サウジアラビア，アラブ首長国連  

邦などは所得順位がHDl順位烏」二回っている。つ′ま  

り．所得を国民の福祉に振り向ける潜在能力を持りて  

いる国々である。②中国．コロンビア，コスタリ′釘，  

キューバ，マダガスカル．スリランカは遂にHDI職  

位が所得順位を遥かに上回っている9これらの国は「匝  

民の能力向上のために所得をより賢明に使っで重た」  

ことを示している（げ’報告書94』95貢）。ラテン・アメ  

リれ東アジア等は人間開発の下位層を脱却し，ヒ偉  

層に移行している。一力1サハラ以南アフリカや南7  

ジア甘依麿として下位層に属している。第3に，  

H上）Ⅰ指数は3つの楷楼を組み合わせた総合点である  

から，ITDlの値が高くても，特定の指標の値が低い  

こともあるb例えば．韓国は途上国のなかではHDI  

は4位であるが，平均余命は18位という具合である。  

したがって，国の政策目標はH工）Ⅰを構成する指棲を  

点検すれば，改善点は自ずから明らかになってくる。  

第4に，ゴールボス卜を定めたので．HDIめ時間的  

な変化を追跡することによって．HDIの国際比較が  

吋能になった。表2は，すべての国が人間開発の面で  

著しい進歩を遂げたことを示している。すなわち．柑  

60年から1992年の間に開発途上国全体のH】〕I削．26良  

から0．54】と2倍以上の伸びを示した。後発途上国  

（LI）C）やサハラ以南アフリカ諸国でさえも．進歩  

は明らかである。きわめて低いレベルかち出発したが，  

グループ全体としてほl‡DI値が紺％前後も上がった  

（『報告書94』95頁）。   

人間開発の区分がL位層に上がった国も多い。19＄0  

年から92年までに，下位層から中位眉に上がった国は  

3Dカ風 中位層から上位層に上がった国は神勅軋 下  

位層から一気に上位層に上がった国も4カ国ある。下  

衰2 地域別HDl値，柑60年－92年  

HDl値増加  

の絶対値，  
1970  1980  1g92  1粥092年  196〔l  

全開発途上国  
後発途上図  
先進国一  
全世界  
サハラ砂漠以南の  
中東と北アフリカ  
南アジア  

0．260  

0．165  

0．799  

0．31遁  

アフリカ諸国  0．却D  
8．277  

¢．20望  

0．347  0．428  P．541   【〉．雅1  

0．209  0．251  ひ．307  0．142  

0．859  0．朋9  仇g18  0．119  

日．460  0．519  0．605  0．21：l  

0．306  

0．480十  

0．290  

P．27〔〉  

0．484＋  

0．686＞  

0．469十  
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インドを除く束アジア  0．1由  

来アジア  8．欝5  

中国を除く東アジア  8．41β十  

車両アジアとオセアニア諸国  0．鵠4  
メキシコとプラジルを隙く   
ラテンアメリカとカリブ諸国  仇467＋  
＋人間開発レベルF位から人間観発レベル中位に上がった地域  
一人間開発レベル中位から人間開発レベル上位に上がった地域  
且・東欧靖国と旧ソ革邦諸国を除く  
〔出所〕r「人間開発報告1開4』95頁  
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献度を大きく減らすと考えられる。Hl〕lは飽満  

（satiety）よりも充足（surriciency）に重点をおい  

ているからである。所得が限界値である5，120ドルを  

超えると適切な割引率で調整するが，その結果ほ実質  

購買力（PPPドル）で示きれた各国の所得は最低が  

3TOドル，最高が5，き71ドルであった。   

具体的な計測例巷示すことにしよう。以卜は『報告  

書94．」にテクニカル■ノートとして記載された英文に  

依存している。   

一つの工業国ギリシャと一つの開発途上国ギボンを  
とり上げると，基本変数は表4のようになる。  

①平均余命 ギリシャ（77．325＿0）／（綺0－25．0）  

＝0．872  

ギボン （52．925＿0）／（85，0－25．0）  

＝0．465  

②成人識字率 ギリシャ（93．80．0）／（1町D 25．0）  

＝0．938  

ギボン （62．5－0．0）／（100．00．D）  

＝0，625  

③平均就学年数 ギリシャ（7．ロり．0）ノⅥ5．00＿0）  

＝0．467  

ギボン （2．60．0）／て15．00．0）  

＝8．173   

教育達成度は②と⑨の加重平均と定義されているの  
で，それを計算すると，   

ギリシャ＝［2仙938）＋0．467］÷3＝0．781   

ギボン ＝［2（0．625）10．ユ73」÷3＝0＿473   

ギリシャの所得は限界値を超えているので，調整す  

る必要があるl－。その調整所得は，5，1即＋2（7．680  

5，120）1／2＝5．120＋1Dl5，221  

位層は76カ国から42カ国に減少L，一方で中位層は22  

から32．L付属の伺が16から40にそれぞれ増加してい  

る（去3）。その中で，東7ジアのHDIは最も大幅に  

Lがった。表2によれば．0．255から0．853へと2．5倍  

になった。これは．「東アジアにおける急速な経済成長  

が人間開発という堅固な基盤のうえに成り立ってい  
る」（『報告書Jg5貢）ことを示している。ちなみに日  

本は1粥0年の23位から92年には3他に躍進している。  

HDI値がと昇する国が多い中で，人的資本の果たす  

役割は大きい。知識の指標は総合的なHDl値の向上  

に貢献する。換言すれば，人的資本の場合，→度確立  

されると持続する叶能性が高いといえる。  

義3 人間開発レベル別の国家分布，相即－92年  

】960197019畠01992年  

16  23  ≡；0  4（】  

22  26  28  32  

T6  65  56  42  

114 114 114 114  

上位人間開発レベル  
中位人間開発レベル  
下位人間開発レベル  
合計  

〔出所〕表2に同じ  

Ⅰ．人間開発指数の計測  

すでに説明したように．1994年のHDTは過去のそ  

れと異なった方法で算出された。総合指数を構成する  

変数の最大値と最小値は表1の通りである。所得を例  

にとろう。所得の限界値（途上国の所得目標）は，購  

買力平価ドルで表示すると，一人当たり5，】20ドルと  

なる。これは現在の世界平均の実質GDPである。そ  

の限界値を越える所得の増加は，人間開発に対する云  

蓑4 ギリシャとギボンの具体例  

所得（PPP‡）  平均就学坪数（咋）  国  平均余命（年） 成人識字立（％）   

ギリシャ  77．3  93．畠  

ギボン  52．9  62．5   

7．0  7，680  

2．6  3，49さl  

〔出所〕『人間開発報告書1994．』225頁  

蓑5 ギリシャとギボンのHDlの計測  

国   平均寿命事  教官達成度●  調畷済所得●  ∑  HDI  
ギリシャ   n．872  

ギボン  0．465  
P．781  0．988  2．621 〔I．874  

0．473  仇636  1，57ノ1  0．525   

・拇数化された値  
〔出所〕表4と同じ  



ヨ18  増田滞孝   

→有半ボン郡綱引ま限界値以下であるから．これ  

亀凋痘が必要であ義。両者の調整済毒所緒は最大羽  

撃締等統派5ドノレ）と酎爛恕所得脚8ドル）を用  

い雷調教碧る∩   
半サシャ＝ 晩霊1柳）′′ぐち．冒綺 2嘩）二．¢．数6革   

ギ謙ン ＝（謹．4鍼 弘田ノ晩3鳥屋別桐Ⅰい剖   

よって．2画のHt）1値は盛5房；ように戒め董．こと  

カ章でき人る2】l】  

肌．開発における女性  

1翰拍油滴Ae r開発援助重点会）ノの1g90隼代ぬ  

開発協力様嚢β年代殿開発穣朗巻主導ずを理念とじ．て  

数加型應懐行P浄血kipa電Qry Deゼel叩ぬent′）の重  

要粍擾威洞Lた。ニ由概念の尊慮は1し「効率」粉時代が  

息凱 毅完一掃戦ぬし堕罪塩反敗している〃この参加型  
開発煎成功のたぬにはふ猛）できるだ（ナ多くのÅが開発  

に参加，とくに意見決定プロセ釆に参御す患（戌葦的  

政治シ采テム，人権の尊亀女性愈参加），琴できる 

だらま多宅沿太が経済成長嘩慮慮を手にで蓄を（所得ガ  

配の公平＝件）ことが必箪喪件である（西村・下村闇鈍  

できるだけ多くのAが参加するということの惑には．  

政府以外のNGOや地域社会の大衆この重視の考え鮮あ  

慈。患酎美定を「車の般」レベルで行い，ボトム・アッ  

プ弘内発車な開発’に結び付けようとするものであ、る。   

とりね畳ま間藤を成功きせるためiこi九人【」の単強冬  

青浄最友醸倒ニーズを開発に反味させることが確認÷さ  

ぬたゥ女性の地位向上策の ▲環としで，「開銀にお煉る  

紋性一紙発と女性」rⅥrqmeTliTln耶eユopm即頭 

WID）の感動力噛際的に喀り上がっ華。国連揺耶旨  

嘩を厳瞭編ム咋とL，それに続く18年を国瞭碗ÅのIn  

年度呼んで†女性の地位向上にカ姦入れた。1弼年め  

ナイロビ主義で，節子∫動計画として即朗年に向げての  

婦人遇、地位向上鉛た妙鱒ナイロビ将来戦略」（T鹿  

討′扇紬bilアQTヽlr乱rd－L乱融和訂 電七宝a鹿砦i畠5 ぬr 七重iざ  

AdⅤ即¢ementQfWQme11）、が環択訝れただ平取発  

展，平和等の言麓に加え一銭困や虐繚に♪‡しむ女性を  

礫効するための措置や国際的な協力儀化等を盛り込ん  
貰い姦級女性の地紋l占＝二のためには，開発盲立おとチる  

女恨め役割を確立することが束切であるという謬諸に  
よ1ているダニれと並行LてこDAe内部でくも女性孤開  

発に怒け尋役割が見直されていた。開発に出猟糾弾  

多く、のÅか参加す慈ことが持株的鎗轟奄もたらオが，  

そ劇■ためには乾性の開発奉加が止否の農であるゎ．開発  

郷成功かどうかば．変性の生酒条件の扱者度を見れば  

わかる。‥開発の中での女性の位置の確立がぉのず  

から凄上図の女性め地位め改善につ扱がってそる。言  

い換えれば，食性の地位の向卜は，同時に効果的恵開  

発の問筍でもある晒栴・下村199、自：ノ蔓竃右京）から 

である 
それでは途上国戯．痔た塵柑にお頻る庭瀬めヰ凛功  

粟体はどうなっているのだろうか‘，   

患葉におし－ては女憮が鹿となる綾判を果たす鈍  

これは世紳Ilどこでも同じである。紅∴怖ほ家事  

用頒1注油〔由仁油ぶl触）や育児に据わ各だけで電ぺ．資  

料生礫のための主要な労働力滅であ軋経済緩動の東  
部分冬カバーしている、 

イスラム社数眩別として．女性ほ農棉こおいて二つ 

沿大きな役割を簸たLている。イつは，彼女らほ育児，  

食事の準備その他幻雑用に封じ雷責任を持っている。  

つは，彼女ららま農業あるいは歴外で，有給あるいほ  

無給㊥労働者である。女性は食料忍生産し，食料牽加  

1二・保存する。猿女たち（ま囲場で働乱家畜の世話を 

し，穀物を脱穀し、農産物を市場笹渾箪わ夢㌢鱒堆簸  

で，女性ほ家庭と産墟の管理を行ってい為。   

好性は他人の農場に労働力を凝り，ときにはす与シ  

テーションに働きイこJl1るb小きな家内l二葉やイン  

フォー寸ル▼セクターで輝き，柑の内外で売別こ出す  

端物やサービスを生産す慈。多わ鳩治一意嚢に廃適  

する情動に女性が賽はどのくらい関わっているかば正  
しぐ評価きれていないけむしろ過′桶輔瞳勃肯い‰  
農業労働への女性殿参加について項公表されてい息女  
砥の親許は誤解巷抱く恐れがあるィト衰性くと子供謹め  
捕激を実情以下に報たする傾向があるたぬであ惑ゎそ  
の理由ほ，調磨府翫班れる機菖．女性娃百分の仕事は  

家事であると害え′愚かちである。あるい払錮杢では  

つの職業を尋ねる三が，参ミめ変性は二つ以上の囁に  

ついでいる。また．調査ボ）タイミおがの問題もあるn  

例えば．農閑期に「あなたの職業は？」と輔かれれは  

そのとき農裟に従事Lていな、い女性はなぬと番え∧るだ  

ろうか∩それゆえ 
ント法れてLまうa資租収集の荊妻が適うと、当綱責  

果も蓮やてくろ。・例各卸デると、エジプトでは用紙  

昨の人亡1センサ見では女性を農濃労働力の僅か5灘と  

カウントLた租 196n 81年の、ぎA（）虚言軍報な調査で  

比農家の全ての生産労働〔審尊を除く）の紺鮎は女  

性がすR当していることがかかったのであるQ 哀性の異  

胡   
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あろうか。すでに見たように，女性は開発途⊥国の農  

業では特に責任のある地位についている。この事実に  

もっと注意を払わなければならないのは何故か。女性  

が農業の重要人物であるならば，新しい農業倭紡が設  

計されるとき，女性の意見を求めるペきである。農業  

生産性をあげるためにも女性は教育や普及事業サービ  
スを受けなければならない。女性が農業経営の意思決  

定に責任を持たなければならないとすれば．農業クレ  

ジ・rトや農業投入物に対するアクセスが卜分保障され  

なければならない。   

しかし．多くの理由から女性はクレジットに不十分  

にしかアクセスできない。第1に，多くの祉会では女  

性は契約を結ぶのに必要な法的地位（legalst且tuS）  

を欠いている。第2に．⊂トーンに対して必要な見返り  

担保としての土地所有権（titleblaTld）を持ってい  

ることがはとんどない。第3に，政府のクレジット政  

策には，女性に対する偏見があるように思われる  

（Norton＆AIwangop，ぐit．，p．162）。   

大抵の新技術は相対的に性的に中立（g8nder  

れeutr81）である。女性でも新技術を使いこなせると  

いってよいが．問題は多くの国で女性がクレジットや  

農業投人物にアクセスできないことである。アクセス  

できないことが実は新技絹を性的にバイアス  
（gender－biased）をもったものにしているのである。  

農業開発に影響する【性の重要性は見逃すべきでは  
ない。従来の開発のための農業政策軋 女性のために  

なっていないだけでなく．始めから差別的なもので  

あった。例えば．インドネシアやスリランカでは，土  

地は男子寮長に与えられているから，女性は土地にア  

クセスできない。政府の土地政策によって女性の土地  

へのアクセスが一層悪化する。これがクレジットへの  

アクセスの問題と結びついたとき．農業開発へ参加す  

る女性の能力を制限することになる。途H強酸業で女  

性が巣たす大きな役割を考えれば，女性を無視L女件  

を差別しようとする努力は．歪んだ効果をもたらすだ  

けで成功への機会を見出しえないことになる。もう一  

つ注意しておかなければならないことがある。技術革  

新に伴う農村社会の変容によって女件の労働の揚が失  
われてしまうことがあることである。例えば，ジャワ  

島ではアニアニによる収穫作業は，伝統的に女性が主  

役を努めるのが習わしであった。しかしながら．アニ  

アニよりも遠かに能率の高い嫌が導入されたり．パオ  

ン制度（Bawonsystem）の変化に附、．女性は次  

の活躍が統計の中に表れず，実体は歪曲されて誤解を  

生んでしまう。   
女性の雇用が「目につきにくいことl（“irll・isibllity’  

offemaleempl叩menし）が女性を無視し，ときに彼  

女たちに惑影響を与えるような政策やプログラムを導  
いているのである（Gorge W，Ⅳortnn＆Jeffreユー  

AIwang1993）。この女性の目に見えない貢献は∴冒  

に見えない」ためにこそ，女性を「生産者一ではなく  

「従属者lと見徹す社会的認識が一層強められる  

（Woγ1血・atCh1993）。つまり，女性を非生産的  

存在と見撤しているのである。   
非生産的存在どころか，女性は農業の中心にいる。  

アジアでは．農業生産は季節的である。女性は自家農  

場でも，他人農場で賃労働者として働くときも，おも  

に収穫にかかわる労働をする。だが，女性の什事は地  

域によって農場規模によって違ってくる。例えば，ア  

フリカでは女性は農業で最もよく働く。多くの国では  
食料生産はほとんど女性に任きれている。男性は家畜  
の飼育か換金作物生産に従事する占男性が他の場所に  
働きに111るアフリカでは，家計の管理は女性に委ねら  

れている。ラテン・アメリカでは女性は動物．とくに  

閣と豚の世話をするのが普通で，一方で家庭菜園で野  

菜や食用作物の面倒を見る。かノブ海の砂糖と果実隼  
産地で接，女性はプランテーションで現金を得る資労  

働者として働き，家計所得の大部分を稼ぎ出す。アジ  

アでも女性が農業と非常に関わっているeそれでも女  

性が非生存的な存在であり，家族や国家の福祉になく  

てはならない責献をしていることが認知されていな  
いりこれが性差別（gcnderdiscrimination）であるc  

この「女性の貢献を妨げる性差別の広がりに乗り組む  
のでなければ，いくら貧困問題やそれに付随して生じ  

る環境劣化を緩和するための開発政策やプログラムを  
実施Lても，問題をかえって悪化させるという皮肉な  

結果に終わる」だろう（Ⅵ70rldヽ帽tCh19g3；p．105）。  

女性の農業における役割は国・地域によって大いに異  

なっている。その決定要田は多様である。社会的・文  
化的・；；：数的要凶，農業技術，農外就業機会，植民地  

の歴史，人∪比九 その他多くの要因によって女性の  

役割が決定されている①それだけに，女性の役割を正  

確に捉えることは難い、が；このままでは20世紀が目  

指した容赦ない性的平等（genderequality）の達成  

運動は成功しない。   
農業における女性の役割を知ることは，なぜ重要で  

一一」トー   
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第に収穫作業から排除されていった（増田1995）。   

世界のあらゆる途上国において，子供も女性と同様  

に重要な農業労働力の腐臭である、。被らの仕事は年齢  

とともに広がってい′く。親や兄弟とともに水田にÅり，  

鍬入れ，除草，収穫等の仕事を手伝う。男の子は特に  

他り農場で低賃金で働く。女の7は母親が他の仕事に  

つけるように，弟や妹の世話をするといった具合であ  

る。世界中の農家の子供ほ，非常に幼い暗から農場の  

大事な責任を任される。もちろん農外の仕萌にも精を  

だし 出来る限りの能を稼ぐ。貧困な農民は子供が多  

い。硬らにとって子供は金のかかる存在ではなし1。逆  

に金を稼いでくれる労働力である。子供を沢山生むか  

ら貧乏ではなく，質しいから生むのである（松井  

18幻）。  

Ⅳ．エンパワーメントヘの道  

柑95年9月，第4回国遵l杜界女性会議が北京で開か  

れ．「行動綱領を採択した。この行動綱領は拘束力は  

ないが，世界的な公約」であり，各国政貯は今後5  

年胤女性の参加を促進するための具体策を迫られる  
ことになった｛）同時に「女性の億利はすなわち人権」（米  

国ヒラリー・クリントン大統領夫人の演説の一節）な  

ど38項目の決意を連ねた「北責責言」が発表された。   

もともとこの会議の目的は，西潜加伽年まで蚤射程  

にして亨ナイロビで採択された婦人の坤位向上のた  
めのナイロビ将来戦略」く以下「ナイロビ戦略．）が描  

いた目煉を，21世紀初頭てまでに実現するための行動綱  

領め魂定であった．。とりわけ今回の政府間会議ではナ  

イロビ以降注目されたエンパワーメント（empower－  

m鰐nt）がキーワードとなった。エンパワーメント札  

（力をつけること）（能力の強化）などと訳されている  

が，もともと（公的に権限を与えること）ということ  

である勺が，通常使われている意味は，こうである。  

もはや壊律や政策に頼って平等を得ようとする時期で  
はない。「法の下での平等」を求めることは間接的に中  

等塩撞得する方法である。草の根の女性たちがいろん  

な分野で行動して，連帯しながら家庭や政治・経済・  

社会を変革しなければ．いま置かれている状態を打破  

し実質的な京性の地位向⊥を得られない．，というきわ  

めて行動的で首正的な考えである。このようにエンパ  

ワーメントを理解する立場は2っのこと′を強調してい  

る81つば一 ひと握りではなくて．大勢の女性の行動  

・運動様式にかかわるものであり，2つは1個人行動  

ではなく．通常を志向する共同行動である（村松・村  

松（編）1995）。この号えほ，ー開発と棄性」．すなわち  

WIDは西欧フェミニズムの産物という批判に答える  

かたちで，19銅年の中頃から帯a世界の女性運動で提  

起された。 

二つ目のキーワードはジェンダー（g8nd扁）であ  

るぐ．生まれながら男性女性という生物学的に決音る  

「セックス」としての鯉羞に対し．歴史的・文化的・  

社会的に形成される男女の差異を「ジュンダー」と呼  
ぷ。世界的にみて家磨や社会で「男ほ男らしく」女は  

女らしく．育てられる結果，男性も女傑もジェンダー  

を体内に擦り込まれていく。男は外で仕事．女は家庭  

で家事・育児という性別役割分担が社会的に容認さ  
れているため，ジェンダーに拘束されている限り男女  

平等は実現できないというのが女性たちの主張であ  
る。すなわち，生物学的性差に対する社会的・文化的  

性差であるジェンダーの関連に中心が移ってきてい  
ると、   

先進国では女性の職場進出は広がっているが．仕事  

の男女差別や働く女性の仕事と家事の週番労胤ま解消  
されているわけではない。開発途上国でほ女性か政敵，  

経済，社会的に正当な地位と評価を与ることば滅多に  

ない。特に農村では．すでに見た違うに，女性の方が  

長時間労軌こたずさわっているが。正当な評価は得ら  

れていないぅ ひとえにジェンダー意識が社会に広く深  
く板づいているからである。注意すべ蕃は，ジェンダー  

は民凰国鼠宗教，階級・階嵐 文化的価値観によっ  

て規定されるから，女性を均→な1占1質町グループとし  

てひと括りされることばできない，ということである。   

三つ目のキーワードは 性と生殖に関する健康／権  

利」ぐリブログクティプ・ヘルス／ライツ）である。こ  

の権利の茎数牲の認識は，フェミニズム運動の鶴城だ  

けでなく，人口・開発・環境・社会問題を扱う領域に  

おいて指摘されている。途上国でほ多くの女性が出産  

の間隔やヰむ子供の数を自由に選択できないために】  
多産のために体を衰射させたり，危険な中絶で命を落  

としている（｝こうした状況をなくすため，妊娠，出産，  

巾絶に関わる女性の健康を重んじ，さらに子供を産む  

産まない士いう自己決定権のほか，生迦にわたって健  

康を自分で守って生きる権利を主張す′ることである？  

しかL，ヒラリー・クリントン大統領夫人が「女性に  

は山産する子供の数を自由に決める権利がある」と発  
言し中国の一人っ子」政策を批判したが，「女性には  
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自分の意志で小梅する権利がある」ととれる発言をし  
たために，キリスト教カソリック総本山バチカンやイ  

スラム教の代表との間でl巾絶反対」論争があった。   

北京の第4回国連世界女性会議では，貧困」「教育」  

「暴力」「紛7り「経済」「人権」「健康」など12の重要な問  

題領姐 362項目に及ぶ問題を討議し，行動綱領の採  

択に至っている。女性に特にしわ寄せがいく貧困をど  

う克服するか，武力紛争地域での女性に対する非人道  

的な暴力にどう対応するかなど，いずれも重い問題が  

提起された。政腐間できちんとした合意がなされるこ  

とが，女性たちのエンパワーメントの大前提となった。  

NGOフォーラムだけにもわが国から5千人もの女性  

が参加し，「世界の人々と熱い議論と合意の卜に，21世  

紀へ向けての行動指針である行動綱領が採択」（総理府  

男女共同参画室柑朗）された。日本の政贈代表団69人  

の首席代表の野坂官房長官は次の3点を強濁した。心  

女性のエンパワーメントの問題と年間6億ドルの途上  

国支援を今後も続けること。⑧人権の間敵性と生殖  

に関する健康／権利を明確に認め，暴力・虐待・性的  

搾取を由定する仁⑨パートナーシップの強化の間組  
特に男女，政府とNGO，国境を越えた協力体制の確  

立．である。  

」ヒ京会議で採択された綱領は多岐にわたるが，基本  

的には女性行動計画（女性プラン）に引き謎がれるべ  

き．点は次の3点であろう。すなわち，「女性の人権の確  

立開発における女性の参画」および「参画のための  
エンパワーメント」であり，全休を貴くのはジェンダー  

の視点である。家庭内における大の暴九、社会でのセ  

クハラ間温 レイプ．性と生殖に関する健康／権利ま  

でを包括する広義の女性の権利＿を世界的に確認し  

た意義は人きい。かかる権利の⊥に．政治的経済的な  

意思決定に女性が参画し，開発の問題や経済発展や生  

活の改善に取組み，謹の前での真の平等を獲得してい  

くことが大切である。そのためには女性のエンパワー  

メントが正に零要であって，女性自身が力をっけるた  

めに何をすべきかが問われている。『1995年度・人間開  

発報告上が主張しているように，lジェンダーの平等を  

獲得するための革命」（Thc Rcvolution for Gendcr  

Equal恒・）のためには，容赦ない聞いが必要であり，  

成功Lた殊にはそれが人間の進歩の為の偉大なマイル  

ストーン（一零塚）となるであろう。その含意は，対  

全的・経済的・政盲台的ヰ活のための今日的前提の多く  
のものを変えていくことに他ならない。  

注   

1）所得の調整のための割引率については，Human  

DevelopmentRepoでじ1995，p．134を参照。  

2）月払md几β甜eJqpmビ揮∠月印Or王1卵5，ではH上）1  

の計測のための変数のとりかたが二つ変更されてい   
る。結果として両国のHDIの値はそれぞれギリシャ   

D．90．7とギボン0＿579となった。変更点は．①平均就  

学年数の替わりに小・中・高結合就学率が用いられ  
た。前者はデータの収集が凶難で国際機関の手を煩  

わし．計算の為の公式が複雑であるためにしばしば  

推定植が傭われ，必ずしも受け入れられないことが  

多かった。②所得の最小値はppp＄2ロ0からppp   

＄100に愛東された。その理由は．各国のためのジェ   

ンダー関連開発指数（DGI）基應的にはHDIと   

同じ達成度を知るためのものであるが，男女間での  

達成度の不平等さに注意を促す指数の構築の際に  
観察された女性の所得の最小値ppp＄100が前年よ   

り低いゴールポストとして用いられたからである。  

Il口lとGDIの間の一貫性を維持し，二つの指標の  

比較可能性を確保するために，総休的HD】を作成  

するためにこの固定した最小値を使うことが必要で  
あった。前掲書p．134参且鮎また，OGlの詳細はp．  

72のBox3．】を．DHIの計測方法についてはpp．】3D  

～133を参照されたい。  
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